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令和元年度　第6回全体庁議（８月６日開催）

（14）「ばんえい競馬運営ビジョン」の見直しについて[農政部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　　平成２４年度にばんえい競馬の中長期的な経営改善の方策や収支見直しなど示した「ばんえい競馬運営ビジョン」を策定し、
ばんえい競馬の安定的な継続開催に向けて取り組みを進めてきた。
　本ビジョンは策定から３か年ごとに見直しを行ってきており、令和２年度から令和４年度までの収支見込の設定などの考え方に
ついて、９月２日の産業経済委員会に報告するもの。

・令和元年９月２日　産業経済委員会へ報告
・令和元年11月　　　産業経済委員会へ見直し原案を報告
・令和２年２月　　　産業経済委員会へ見直し成案を報告
・令和２年３月中　　「ばんえい競馬運営ビジョン」の策定

・同内容で、９月２日産業経済委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　ばんえい競馬運営ビジョンとは
　　ばんえい競馬運営ビジョン（以下「本ビジョン」という。）は、帯広市ばんえい競馬検討委員会から提出された様々な提言を踏
まえ、ばんえい競馬の安定的な継続開催に向けて全ての関係者が認識を一つにして取り組んでいくために、中期的な経営改善
の展開方向や収支見通しなどを示したものである。
　　本ビジョンは、平成24年の策定意向、３か年ごとに一部見直しを行っており、前回の見直しから今年で３年目を迎えることか
ら、令和２年度から令和４年度までの収支見込の再設定などを行うものである。

２　見直しの考え方について
　　ばんえい競馬は近年、総発売額の約80％を占めるインターネット発売が好調なことから、順調に売上げを伸ばし経営改善が
図られてきており、本場及び直営場外への来場促進や競走馬確保のための取り組み及び施設及び設備の改修・更新をすすめ
てきた。
　世界で唯一のばんえい競馬は、北海道開拓の歴史を今に伝える貴重な文化遺産であり、かつ、十勝・帯広の重要な観光資源
として、地域振興に一定の役割を果たしていることから、今後とも安定的な競馬開催を継続していかなければならない。
 　これまでの様々な取り組みに加え、今後も公正確保や売上げの拡大及び基金への積み立てによる経営基盤の安定化を図る
ことを見直しの基本的な考えとする。

３　見直しのポイント
① 収支試算の見直し（令和2年度から令和４年度までの３ヵ年度分の試算）。
② 運営ビジョン内の各種統計データの更新。
③ これまでの取り組み状況、今後の展開方策や具体的な取り組みの整理。


